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はじめに 

熱ひねり加工を施した FeCoV磁性ワイヤ(Wiegandワイヤ)1)は、励磁周波数に依らない高速な磁壁移動に

よって、大バルクハウゼンジャンプと呼ばれる急激な磁化反転を生じるため、この周りに検出コイルを設置

することでこの磁化反転からパルス出力が得られる。励磁周波数が 10 kHz程度以下の低周波帯では、MnZn

フェライトコアによる誘導起電力の増幅より、大バルクハウゼンジャンプによる電力の増幅が優位であると

報告されている 2)。また、集積回路の低消費電力化などにより、例えば 100 W以下の電力であっても十分

な用途性がある。よって本研究ではWiegandワイヤをコアに用いることにより、筒状の電磁誘導型ワイヤレ

ス給電の小型化を想定し、1 kHz以下の交流磁界によりワイヤを励磁した場合に負荷で得られる電力を測定

した。 

 

実験方法 

Fig.1 に示すように、Wiegand ワイヤ(:0.25 mm, 

length:11 mm)の周りに 3000 turnの給電用検出コイル

を設置し 3)、さらにその外側にはワイヤの中央部が

励磁されるように励磁コイルを置き、正弦波交流磁

界±40 Oeで励磁させた。検出コイル側の回路には、

ダイオードブリッジ及びコンデンサを接続し、正負

双方のパルス出力の整流・平滑化を行い、負荷での

消費電力を算出した。 

実験結果 

Fig. 2に励磁周波数を f = 1 kHz, 800 Hz, 600 Hz, 400 

Hz, 200 Hz とした場合における、負荷抵抗値 Rと負

荷での電力 Pの関係を示す。f = 1 kHzで R = 3 kと

した場合、この負荷で 100 W 程度の電力が得られ

ることを確認した。また、高周波ほど負荷抵抗依存

が大きく、低周波ほど最大電力が得られる負荷抵抗

値が大きいことが分かった。 

我々は Fig.1 に示す回路の他に、倍電圧整流回路

を用いた電力測定や、コンデンサ挿入による共振の

影響について検討を行っている。回路パラメータの

詳細や、最大電力を得るための検討について当日報

告する。 
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Fig. 1 Configuration of measurement. 

 

Fig. 2 Electrical power consumed in the 
load resistance. 
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